
 

 

新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のためのガイドラインについて 

（報告） 

 

 

 

 

 

１ 新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のためのガイドライン 

これまでの通知を整理し、中期的な指針として刷新したもの。 

・ 令和２年度における小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における教育活動の再開

等について（令和２年３月 24 日付け文部科学事務次官通知） 

・ Ⅱ．新型コロナウイルス感染症に対応した臨時休業の実施に関するガイドライン（令和２年

４月 17 日付け文部科学事務次官通知） 

・ 新型コロナウイルス感染症対策のために小学校、中学校、高等学校等において臨時休業を行

う場合の学習の保障等について（令和２年４月 21 日付け文部科学省初等中等教育局長通知） 

・ 新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫にについて

（令和２年５月１日付け文部科学省初等中等教育局長通知） 

 

２ 「学びの保障」総合対策パッケージ 

児童生徒の「学びの保障」に関する基本的な考え方と支援策をまとめたもの。 

・ 授業を協働学習など学校でしかできない学習活動に重点化（学習活動の重点化等に関する参

考資料を作成） 

・ 最終学年以外については、指導事項の一部を次年度以降に移す特例的対応を可能に 

・ 人的・物的体制の緊急整備（教員・学習指導員等の追加配置、各学校への感染症対策等の経

費支援等） 

・ ＩＣＴ活用によるオンライン学習の確立 

 

３ 本県における今後の取組 

６月５日付けで通知された「学校運営のためのガイドライン」、「学びの保障総合対策パッケー

ジ」及び５月 22日付けで通知された「学校における衛生管理マニュアル」等を踏まえ、学校に

おける感染症対策及び学習指導に取り組んでいく。 

 

第16回本部員会議資料 
令 和 ２ 年 ６ 月 ８ 日 
教 育 委 員 会 事 務 局 

【要旨】 

 令和２年６月５日付け文部科学事務次官通知にて、「新型コロナウイルス感染症に対

応した持続的な学校運営のためのガイドライン」及び学びの保障に関する基本的な考え

方と支援策についての「学びの保障」総合対策パッケージが示されました。 

なお、本ガイドライン等については、同日付けで各県立学校等に通知しました。 

SS17080959
タイプライタ
その他資料：教育委員会
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学
習
活
動
の
重
点
化
：

2
0
日
程
度
分

※
個
人
で
も
実
施
可
能
な
学
習
活
動
の
一
部
を

授
業
以
外
の
場
に
お
い
て
実
施

授
業
日
数
の
確
保
：

3
5
日
程
度
分

※
夏
季
・
冬
季
・
春
季
休
業
の
短
縮
、
土
曜
午
前
授
業
の
実
施
、

１
コ
マ
の
追
加
的
な
補
充
授
業
・
補
習
、
学
校
行
事
の
重
点
化
な
ど４
～
６
月

（
臨
時
休
業
、
分
散
登
校
）

通
常
の
１
年
間
の
平
均
的
な
授
業
日
数
：

2
0

0
日
程
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
児
童
生
徒
の
「学
び
の
保
障
」総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ー
全
体
概
要
ー

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
子
供
た
ち
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
最
大
限
に
学
び
を
保
障

◆
授
業
を
協
働
学
習
な
ど
学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
習
活
動
に
重
点
化
し
、
限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
で
効
果
的
に
指
導

個
人
で
も
実
施
可
能
な
学
習
活
動
等
は
授
業
以
外
の
場
で
実
施
。

※
教

科
書

発
行

者
の

協
力

に
よ

り
、
学

習
活

動
の

重
点

化
等

に
関

す
る

参
考

資
料

を
「
子

供
の

学
び

応
援

サ
イ

ト
」
に

掲
載

◆
最
終
学
年
以
外
に
つ
い
て
は
、
指
導
事
項
の
一
部
を
次
年
度
以
降
に
移
す
特
例
的
対
応
を
可
能
に

◆
人
的
・
物
的
体
制
の
緊
急
整
備

（
第

二
次

補
正

予
算

案
に

計
上

）

教
員
加
配
（

3
,1

0
0
人
）
、
学
習
指
導
員
（

6
1

,2
0

0
人
）
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
（

2
0

,6
0

0
人
）
の
追
加
配
置
。

※
 退

職
教

員
や

大
学

生
等

に
協

力
い

た
だ

くた
め

の
学

校
・子

供
応

援
サ

ポ
ー

タ
ー

人
材

バ
ン

ク
開

設

感
染
症
対
策
や
学
習
保
障
の
た
め
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
活
用
で
き
る
経
費
を
１
校
あ
た
り

1
0

0
～

5
0

0
万
円
支
援
。

※
 感

染
状

況
や

学
校

規
模

等
に
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じ

て
配

分

◆
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T
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
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確
立

端
末
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バ
イ
ル
ル
ー
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等
を
特
に
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庭
で

I
C

T
環
境
を
整
備
で
き
な
い
子
供
向
け
に
優
先
配
置
。

秋
以
降
、
第
二
波
に
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え
て
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先
す
べ
き
地
域
の
学
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で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
可
能
に
。

※
 全

国
で

の
学

校
現

場
サ

ポ
ー

ト
体

制
等
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以
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載

感
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、
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３
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程
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成
も
検
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、
着
実
に
学
習
保
障

＊
中
学
校
３
年
生
の
例

※
最

終
学

年
以

外
に

つ
い

て
は

、
特
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的

に
次
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度

以
降

を
見

通
し

た
教

育
課

程
編

成
を
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能

と
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、
そ
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し
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措

置
も
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て
教
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検
討
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、
教

育
活

動
を
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開

＊
５
月
ま
で
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時
休
業
が
行
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学
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に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ

（
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に

は
、
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の

感
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や
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生
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実

情
に

応
じ

て
各

自
治

体
及

び
学
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で
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断
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4
5
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程
度

※
６
月
は
、
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散
登
校
に
よ
り

不
足
す
る
授
業
日
数
は
一
部
の
み

学
校
が
課
し
た
家
庭
学
習
を
授
業
と
同
様
に
評
価

※
臨
時
休
業
中
な
ど
に
一
定
の
要
件
を
み
た
す
家
庭
学
習
を

適
切
に
課
し
て
い
た
場
合

地
域

や
学

校
、
生

徒
の

実
態

に
応

じ
て

検
討

3
月
の
一
斉
臨
時
休
業
に
よ
り
未
指
導
分
が

あ
る
場
合
は
、
別
途
そ
の
分
の
補
充
授
業
・

補
習
が
必
要
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臨
時
休
業
中
も
、
学
び
を
止
め
な
い

速
や
か
に
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

学
校
で
の
学
び
を
再
開
す
る

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
、

学
び
を
取
り
戻
す

柔
軟
な
対
応
の
備
え
に
よ
り
、
学
校

な
ら
で
は
の
学
び
を
最
大
限
確
保

感
染
拡
大
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
最
大
限
に
保
障

Ⅱ
.国
全
体
の
学
習
保
障
に

必
要
な
人
的
・
物
的
支
援

こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と
し
て

..
.

Ⅰ
.効
果
的
な
学
習
保
障
の
た
め
の

学
習
指
導
の
考
え
方
の
明
確
化

特
例
的
措
置
も
活
用
し
た
教
育
課
程
の
見
直
し
や

IC
T
環
境
整
備
な
ど
を
含
め
、
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
の

準
備
を
進
め
、
一
旦
収
束
し
て
も
再
度
感
染
者
が
急
激
に
増
加
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
学
校
な
ら
で
は
の
学
び
を

最
大
限
に
確
保

や
む
を
得
ず
臨
時
休
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
学
校
が
課
す
家
庭
学
習
と
、
教
師
に
よ
る
き
め
細

か
な
指
導
・
状
況
把
握
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
学
習
の
継
続
及
び
学
校
と
の
関
係
の
維
持
を
徹
底

ゼ
ロ
か
百
か
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
し
つ
つ
、
人
数
・
日
時
を
限
っ
た
分
散
登
校
の
積

極
的
な
活
用
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
学
校
で
の
学
び
を
再
開

感
染
防
止
に
配
慮
し
つ
つ
、
時
間
割
編
成
の
工
夫
、
長
期
休
業
期
間
の
見
直
し
、
土
曜
日
の
活
用
、
学
校
行
事
の
重

点
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
協
働
的
な
学
び
合
い
を
実
現
し
つ
つ
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

基
本
的
な
考
え
方

社
会
全
体
が
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
と
も
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

感
染
症
対
策
と
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
学
び
の
保
障
の
両
立

感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
学
校
教
育
が
協
働
的
な
学
び
合
い
の
中
で
行
わ
れ
る
特
質
を
持
つ
こ
と
に
鑑
み
、
以
下
の
基
本
的
な
考
え
方
に

基
づ
き
学
校
教
育
な
ら
で
は
の
学
び
を
大
事
に
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
、
最
大
限
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
学
び
を
保
障

―
新
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
学
び
を
着
実
に
実
現

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
児
童
生
徒
の
「学
び
の
保
障
」総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
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実
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Ⅰ
.効
果
的
な
学
習
保
障
の
た
め
の
学
習
指
導
の
考
え
方
の
明
確
化

年
度
当
初
に
編
成
し
た
教
育
課
程
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
場
合
の
基
本
的
な
考
え
方

◆
登

校
日

の
設

定
、
分

散
登

校
の

実
施

、
時

間
割

編
成

の
工

夫
、
長

期
休

業
期

間
の

見
直

し
、
土

曜
日

の
活

用
、
学

校
行

事
の

重
点

化
や

準
備

時
間

の
縮

減
等

に
よ

り
、
学
校
に
お
け
る
指
導
を
充
実

◆
上

記
の

取
組

を
行

っ
て

も
な

お
、
年

度
当

初
に

予
定

し
て

い
た

内
容

の
指

導
を

本
年

度
中

に
終

え
る

こ
と
が

困
難

な
場

合
の

特
例

的
な

対
応

①
次
年
度
以
降
を
見
通
し
た
教
育
課
程
編
成

②
学
校
の
授
業
に
お
け
る
学
習
活
動
の
重
点
化

◆
各

設
置

者
に

お
い

て
各

学
校

の
教

育
活

動
へ

の
支

援
を

行
う
と
と
も

に
、
各

都
道

府
県

教
委

等
に

お
い

て
は

域
内

の
設

置
者

へ
の

支
援

※

高
校
入
試
及
び
大
学
入
試
で
特
定
の
受
験
生
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
た
め
の
措
置

◆
高

校
入

試
に

つ
い

て
、
出
題
範
囲
や
内
容
・
方
法

に
つ

い
て

、
地
域
に
お
け
る
学
習
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
た
適
切
な
工
夫

を
講

じ
る

な
ど
、
実

施
者

で
あ

る
都

道
府

県
教

育
委

員
会

等
に

対
し

て
、
令

和
３

年
度

の
高

校
入

試
に

お
け

る
配

慮
を

依
頼

。

◆
大

学
入

試
に

つ
い

て
、
総

合
型

及
び

学
校

推
薦

型
選

抜
に

お
い

て
、
大

会
や

資
格

・検
定

試
験

等
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

こ
と
が

不
利

益
に

な
ら
な

い
よ

う
、
成

果
獲

得
に

向
け

た
努

力
の

プ
ロ

セ
ス

の
評

価
や

、
オ

ン
ラ
イ

ン
に

よ
る

個
別

面
接

の
工

夫
な

ど
、
全

大
学

に
配

慮
を

依
頼

。
ま

た
、
一
般
入
試
を
含
め
た
入
試
日
程
、
出
題
範
囲
、
追
試
験
の
活
用
に
よ
る
受
験
機
会
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
全
国

高
等
学
校
長
協
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
依
頼

。
そ

れ
を

踏
ま

え
、
高
校
・大
学
関
係
者
等
の
協
議
の
場
で
議
論
し
、
6
月
中
に
「大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」を
策
定
・公
表

。

Ⅱ
.国
全
体
の
学
習
保
障
に
必
要
な
人
的
・
物
的
支
援

教
育
体
制
の
緊
急
整
備
：
加
配
教
員
、
学
習
指
導
員
等
の
大
規
模
追
加
配
置
、
全
て
の
小
中
高
等
学
校
等
に
対
す
る
学
校
再
開
支
援
経
費
の
措
置

学
級
を
２
つ
に
分
け
る
な
ど
分
散
登
校
等
を
行
う
場
合

教
員
加
配

ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ

学
習

指
導
員

左
記
以
外
の
状
況

人 的 体 制 の 整 備

物 的 体 制 の

整 備

•
文
部
科
学
省
「
学
校
・
子
供
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
人
材
バ
ン
ク
」

•
教
育
実
習
の
弾
力
化

•
学
習
指
導
員
採
用
に
係
る
資
格
要
件
の

緩
和
、
臨
時
免
許
状
・
特
別
免
許
状
の

活
用

等

退
職
教
員
、
学
習
塾
講
師
、
大
学
生
、
N
P
O

等
教
育
関
係
者
、
地
域
の
人
材
を
雇
用

人
材
確
保
策

校
長
の
判
断
で
感
染
症
対
策
や
学

習
保
障
等
に
必
要
な
取
組
を
迅
速

か
つ
柔
軟
に
実
施
す
る
た
め
の
経

費
を
支
援

感
染
症

対
策

学
習

保
障

・
消
毒
液

・
非
接
触
型
体
温
計

・
換
気
対
策
備
品

・
給
食
調
理
員
の
熱
中
症
対
策

等

・
教
材

・
空
き
教
室
活
用
備
品

・
電
話
機
（
増
設
）
、
公
用
携
帯

等

※
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
お
い

て
は
、
地
域
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
学
校
医
等
に
受
入
体
制
を
相

談
す
る
な
ど
し
、
看
護
師
を
適
切
に
配
置

地
域

の
感

染
状

況
に

応
じ

て
、
最
終
学
年
を
少
人
数
編
成

し
、
授

業
時

間
を

確
保

地
域
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
未
配
置
校
に
は
１
名
程
度
の
追

加
配
置
し
、
授
業
準
備
や
保
護
者
へ
の
連
絡
、
健
康
管
理
等
に
係
る
業
務
を
補
助

地
域
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
学
習
指
導
員
を
追
加
配
置
し
、
学
級
担
任
等
の
補
助
を
通
じ
て

き
め
細
か
な
指
導
を
実
施

各
校
２
～
３
名
程
度

各
校
１
～
２
名
程
度

S
C

S
S

W
等
※

各
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
S
C
）
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
S
S
W
）
を
追
加
配
置
し
、
心
の
ケ
ア
等
を
実
施

小
中
学
校

小
規

模
中

規
模

大
規

模

1
0
0
万
円
1
5
0
万
円
2
0
0
万
円
3
0
0
万
円

高
校

特
支

支
援
イ
メ
ー
ジ
※

※
現
時
点
で
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
確
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

※
私

立
学

校
に

対
し

て
は

、
都

道
府

県
所

管
課

に
お

い
て

学
校

教
育

の
専

門
的

事
項

の
助

言
・援

助
等

を
活

用
し

、
教

育
委

員
会

と
連

携
し

て
各

設
置

者
の

取
組

を
支

援
（

地
方

教
育

行
政

の
組

織
及

び
運

営
に

関
す

る
法

律
第

2
7
条

の
５

）
。
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教
師
が
「
学
び
の
保
障
」に
集
中
す
る
環
境
整
備

◆
教

員
免

許
状

の
有

効
期

間
の

延
長

に
よ

り
、
更

新
講

習
受

講
の

猶
予

が
可

能
で

あ
る

旨
を

通
知

。

◆
学

校
向

け
調

査
や

、
文

部
科

学
省

か
ら

学
校

へ
委

託
す

る
各

種
事

業
の

実
施

を
一

部
見

送
り
。

「
子
供
の
学
び
応
援
サ
イ
ト
」
に
お
け
る
学
習
支
援
動
画
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
提
示

◆
「子

供
の

学
び

応
援

サ
イ

ト
」に

お
い

て
、
教

育
委

員
会

作
成

の
学

習
支

援
動

画
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

や
放

送
大

学
の

番
組

な
ど
の

情
報

を
一

元
的

に
集

約
し

、
情

報
提

供
。

IC
T
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
の
教
育

IC
T
シ
ス
テ
ム
構
築

◆
「学
び
の
保
障
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ
ス
テ
ム
」
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

の
開

発
と
実

証
、
学

習
指

導
要

領
の

コ
ー

ド
化

を
含

め
た
教
育
デ
ー
タ
の
標
準
化

な
ど
を

実
施

し
、
IC

T
を

フ
ル

活
用

す
る

た
め

の
教

育
IC

T
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

学
習
内
容
の
定
着
の
た
め
の
教
材
の
作
成

◆
小

学
校

６
年

生
・中

学
校

３
年

生
の

１
学

期
頃

ま
で

の
学

習
内

容
の

振
り
返

り
の

た
め

の
教
材
を
作
成

。

IC
T
端
末
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
の
た
め
の
環
境
整
備


「1

人
1
台

端
末

」の
早

期
実

現
や

、
家

庭
で

も
繋

が
る

通
信

環
境

の
整

備
な

ど
、
「G

I
G

A
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
人
材
を
一
体
と
し
た
整
備
を
加
速

す
る

こ
と
で

、
災

害
や

感
染

症
の

発
生

等
に

よ
る

学
校

の
臨

時
休

業
等

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
、
IC

T
の

活
用

に
よ

り
全

て
の

子
供

た
ち

の
学

び
を

保
障

で
き

る
環

境
を

早
急

に
実

現


ま

ず
は

家
庭

の
パ

ソ
コ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ
ト

、
ス

マ
ー

ト
フ
ォ
ン

等
の

活
用

、
学

校
の

端
末

の
持

ち
帰

り
な

ど
、
あ

ら
ゆ

る
機

器
や

環
境

を
最

大
限

活
用

そ
の

た
め

に
、
各

学
校

及
び

学
校

の
設

置
者

に
お

い
て

、
家

庭
の

通
信

環
境

に
つ

い
て

至
急

把
握


「G

IG
A
ス

ク
ー

ル
構

想
」に

よ
る

、
端

末
、
L
T
E
通

信
機

器
（

モ
バ

イ
ル

ル
ー

タ
）

、
遠

隔
学

習
機

器
等

に
つ

い
て

、

•
自

治
体

へ
の

補
正

予
算

交
付

決
定

を
待

た
ず

遡
り
で

の
整

備
着

手
を

可
能

と
す

る
措

置
•

文
科

省
で

全
国

の
需

要
を

把
握

し
た

う
え

で
供

給
メ

ー
カ

ー
等

業
界

と
連

携

•
迅

速
な

調
達

を
進

め
る

た
め

の
自

治
体

へ
の

専
門

家
に

よ
る

直
接

助
言

（
令

和
２

年
５

月
～

「I
C
T
活

用
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」の

活
用

事
業

の
開

始
）

•
自

治
体

へ
の

早
急

な
調

達
促

進

等
に

加
え

、
必

要
に

応
じ

て
地

方
創

生
臨

時
交

付
金

も
活

用
し

な
が

ら
、
８
月
に
は
、
特
定
警
戒
都
道
府
県
と
し
て
指
定
さ
れ
た
等
優
先
す
べ
き
地
域
で

I
C

T
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
家
庭
学
習
が
全
て
の
児
童
生
徒
に
可
能
な
環
境
を
実
現
。
そ

の
た

め
、
少
な
く
と
も
小
学
校
第
６
学
年
・
中
学
校
第
３
学
年
等
の
最
終
学
年
の
児
童
生
徒
や
、
経
済
的
理
由
等

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
準
備
で
き
な
い
家
庭
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。


低

所
得

世
帯

の
家

庭
学

習
を

支
え

る
た

め
の

通
信

費
に

つ
い

て
、

要
保

護
児

童
生

徒
援

助
費

補
助

金
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

、
高

校
生

等
奨

学
給

付
金

の
特

例
的

な
追

加
支

給
に

よ
り
対

応
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５
月

末
ま

で
臨

時
休

業
が

行
わ

れ
た

学
校

に
お

け
る

令
和

２
年

度
の

学
校

教
育

活
動

の
展

開
に

関
す

る
イ

メ
ー

ジ
。
実

際
に

は
、
地

域
の

感
染

状
況

や
児

童
生

徒
や

学
校

の
実

情
に

応
じ

て
各

自
治

体
及

び
学

校
で

判
断

い
た

だ
くも

の
で

あ
る

。

４
月
～
５
月
【
臨
時
休
業
】

・
臨

時
休

業
中

も
、
家

庭
学

習
を

適
切

に
課

す
と
と
も

に
、

教
師

が
し

っ
か

り
と
学

習
を

支
援

６
月 ・
２

グ
ル

ー
プ

に
分

け
た

分
散

登
校

か
ら

、
順

次
学

校
再

開

・
第

１
週

は
、
学

級
活

動
を

中
心

と
し

た
学

級
づ

くり
を

重
視

し
、
落

ち
着

い
て

学
習

で
き

る
環

境
を

形
成

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週
～

２
日

／
週

２
コ

マ
／

日
３

日
／

週
３

コ
マ

／
日

３
日

／
週

６
コ

マ
／

日
通

常
授

業

７
月 ・
夏

季
休

業
期

間
を

一
部

短
縮

し
、
７

月
中

は
授

業
を

実
施

８
月 ・
夏

季
休

業
は

８
月

2
3
日

ま
で

と
し

、
８

月
2
4
日

始
業

・
熱

中
症

防
止

に
も

配
慮

し
た

上
で

、
授

業
実

施

夏 休 み

９
月 ・
２

学
期

か
ら

は
、
週

２
回

１
コ

マ
の

追
加

的
な

補
充

授
業

・
補

習
や

月
１

回
の

土
曜

授
業

(午
前

)を
実

施
し

て
い

く
※

や
む

を
得

ず
登

校
で

き
な

い
児

童
生

徒
に

不
利

益
が

生
じ

な
い

よ
う
配

慮

1
0
月

・
運

動
会

（
準

備
期

間
を

短
縮

し
、
密

集
す

る
運

動
や

組
み

合
っ
た

り
接

触
し

た
り
す

る
運

動
を

別
の

運
動

に
代

替
す

る
と
と
も

に
、
規

模
の

縮
小

や
来

場
者

の
限

定
な

ど
、
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

感
染

防
止

に
配

慮
し

て
開

催
）

・
修

学
旅

行
（

旅
行

先
の

感
染

状
況

等
も

踏
ま

え
て

実
施

を
検

討
し

、

移
動

時
の

配
慮

や
活

動
内

容
の

見
直

し
な

ど
を

含
め

、
感

染
防

止
に

十
分

に
配

慮
し

た
上

で
実

施
）

※
あ

る
い

は
3
月

に
実

施
。

1
1
月

・
文

化
祭

（
来

場
者

を
限

定
し

、
実

施
す

る
展

示
を

午
前

と
午

後
の

２
部

に
分

け
た

上
で

、
換

気
し

た
広

い
部

屋
で

行
う
な

ど
、
感

染
防

止
に

配
慮

し
て

開
催

）

冬 休 み

1
2
月

・
校

外
学

習
（

感
染

状
況

等
も

踏
ま

え
行

き
先

の
検

討
を

行
う
と
と
も

に
、

移
動

時
の

バ
ス

等
の

換
気

、
座

席
配

置
等

に
も

配
慮

し
て

実
施

）

１
月 ・
冬

季
休

業
を

一
部

短
縮

し
、
１

月
５

日
始

業

３
月 ・
卒

業
式

（
出

席
者

を
限

定
し

、
席

の
間

隔
を

空
け

る
こ

と
や

、
式

典
全

体
の

時
間

を
短

縮
す

る
な

ど
、
感

染
防

止
に

配
慮

し
て

実
施

）
春 休 み

※
年

間
3
5
週

以
上

で
の

実
施

を
前

提
と
す

る
標

準
授

業
時

数
を

踏
ま

え
て

編
成

し
た

教
育

課
程

の
授

業
時

数
を

下
回

っ
て

も
、
そ

の
こ

と
の

み
で

法
令

違
反

と
は

な
ら

な
い

※
最

終
学

年
以

外
に

つ
い

て
は

、
特

例
的

に
次

年
度

以
降

を
見

通
し

た
教

育
課

程
編

成
を

可
能

と
し

て
お

り
、
そ

う
し

た
措

置
も

含
め

て
教

育
課

程
を

検
討

し
、
教

育
活

動
を

展
開

学
校

再
開

に
あ

た
り
教

育
課

程
を

改
め

て
編

成
す

る
際

に
、
個

別
で

も
実

施
可

能
な

学
習

活
動

の
一

部
を

授
業

以
外

の
場

で
実

施
す

る
こ

と
と
し

、
学

校
の

授
業

に
お

け
る

学
習

活
動

を
重

点
化

す
る

こ
と
も

検
討

２
月

学
校

行
事

等
も

含
め

た
学

校
教

育
な

ら
で

は
の

学
び

を
大

切
に

し
な

が
ら

教
育

活
動

を
展

開

【
参
考
資
料
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
の
展
開
イ
メ
ー
ジ
（
中
学
校
３
年
生
の
例
）

5

高 校 入 試

（ 感 染 症 対 策 を 講

じ た 上 で 実 施 ）



基
本
的
な
考
え
方

/
 参
考
資
料

Ⅱ
.国
全
体
の
学
習
保
障
に
必
要
な
物
的
・
人
的
支
援

Ⅰ
.効
果
的
な
学
習
保
障
の
た
め
の
学
習
指
導
の
考
え
方
の
明
確
化

初
等

中
等

教
育

局
教

育
課

程
課

（
内

線
2
3
6
7
）

文
部
科
学
省
電
話
番
号
（
代
表
）
：

0
3

-5
2

5
3

-4
1

1
1

●
教
育
体
制
の
緊
急
整
備

（
教

員
の

加
配

に
つ

い
て

）
初

等
中

等
教

育
局

財
務

課
（

内
線

2
0
3
8
）

（
学

習
指

導
員

等
の

配
置

に
つ

い
て

）
初

等
中

等
教

育
局

財
務

課
（

内
線

3
7
0
4
）

（
学

校
再

開
支

援
経

費
（

感
染

症
対

策
等

）
に

つ
い

て
）

初
等

中
等

教
育

局
健

康
教

育
・食

育
課

（
内

線
2
9
7
6
）

（
学

校
再

開
支

援
経

費
（

学
習

保
障

）
に

つ
い

て
）

初
等

中
等

教
育

局
教

育
課

程
課

（
内

線
2
3
6
4
）

●
IC

T
端
末
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
の
た
め
の
環
境
整
備

（
下

記
以

外
の

事
項

に
つ

い
て

）
初

等
中

等
教

育
局

情
報

教
育

・外
国

語
教

育
課

（
内

線
2
0
8
5
）

（
低

所
得

世
帯

の
家

庭
学

習
を

支
え

る
た

め
の

通
信

費
に

つ
い

て
）

初
等

中
等

教
育

局
修

学
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

（
内

線
3
5
7
8
）

●
教
師
が
「学
び
の
保
障
」に
集
中
す
る
環
境
整
備

（
教

員
免

許
更

新
講

習
の

受
講

猶
予

に
つ

い
て

）
総

合
教

育
政

策
局

教
育

人
材

政
策

課
（

内
線

3
5
7
2
）

（
学

校
向

け
調

査
・委

託
調

査
の

一
部

中
止

に
つ

い
て

）
初

等
中

等
教

育
局

財
務

課
（

内
線

3
7
0
4
）

●
「子
供
の
学
び
応
援
サ
イ
ト
」に
お
け
る
学
習
支
援
動
画
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
提
示

初
等

中
等

教
育

局
教

育
課

程
課

（
内

線
2
3
6
7
）

●
学
習
内
容
の
定
着
の
た
め
の
教
材
の
作
成

初
等

中
等

教
育

局
教

育
課

程
課

（
内

線
2
5
6
5
）

●
IC

T
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
の
教
育

IC
T
シ
ス
テ
ム
構
築

初
等

中
等

教
育

局
初

等
中

等
教

育
企

画
課

（
内

線
3
8
0
3
）

●
年
度
当
初
に
編
成
し
た
教
育
課
程
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
場
合
の
基
本
的
な
考
え
方

初
等

中
等

教
育

局
教

育
課

程
課

（
内

線
2
3
6
7
）

●
高
校
入
試
及
び
大
学
入
試
で
特
定
の
受
験
生
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
た
め
の
措
置

（
高

校
入

試
に

つ
い

て
）

初
等

中
等

教
育

局
児

童
生

徒
課

（
内

線
3
2
9
1
）

（
大

学
入

試
に

つ
い

て
）

高
等

教
育

局
大

学
振

興
課

（
内

線
2
4
9
5
）

6

担
当
連
絡
先


